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「教員養成校と学校現場との連携による教育の

質改善(IPeCK)」プロジェクトは、教員養成校

の理数科教官と協力校（養成校近隣の初中等学

校*）の教員が協働で実施する授業研究や教材

研究等の活動を通じて、彼らの「教授学的内容

知（PCK）」の向上を図り、教員養成課程と現

職教員研修の内容を改善をしていく事業です。

すでにザンビア全土の初等・中等学校では、

JICAの10年にわたる支援**により、校内研修と

して日本の授業研究の手法が導入されていま

す。プロジェクトでは、教員養成校が現場の授

業研究の質を継続的に支えていく体制の構築を

目指しています。 

 

プロジェクトの目標: 

教員養成課程と現職教員研修の質が、対象教員

養成校と協力校の連携活動を通じて向上する 

協力期間: 

  2016年1月から2019年12月まで（4年間） 

期待される成果: 

1. 国立科学センターの教授学的内容知

（PCK）に関する研修実施能力が向上する 

2. 対象教員養成校の理数科教官のPCKが、協

力校との連携によって向上する 

3. 対象教員養成校と各州の現職教員研修活動

の連携が強化される 

協力対象: 

 中央州・コッパーベルト州・南部州の教員

養成校3校と周辺の協力校計15校 

 国立科学センターと教育省教師教育局 

技術協力プロジェクト(IPeCK) 

教員養成校教官と近隣小中学校教員の活動 

（授業案の作成, 中央州セレンジェ） 

 

ザンビア政府教育省 

（Ministry of General Education） 

& 

独立行政法人国際協力機構 

(JICA) 

*初等学校：1-7学年、中等学校：8-12学年 

** SMASTE理科研究授業支援プロジェクト(2005.10-2007.10) 

 SMASTE授業研究支援プロジェクト(2008.3-2010.2) 

 STEPS授業実践能力強化プロジェクト(2011.11-2015.12) 

ザンビア  

教員養成校と  

学校現場との連携  

による教育の質改善

プロジェクト  

Project  for  the Improvement   

of  Pedagogica l  Content  

Know ledge ( IPeCK)  :  

Link ing Pre -service  and  

In -service  Educat ion  

 授業研究では、生徒の学びに注目し、学校の理科の

先生方に助言や支援をしています。授業研究を実施す

ることによって、教員が一緒に仕事をしていくことの

価値が見いだされ、教育者としての生涯にわたる学び

の場となり、教室での経験、取り組むべき課題、優れ

た実践例が共有されています。教員経験や学歴に関係

なく、互いの学びあいが継続され、効果的な案や新し

い考えを得る機会となっています。 

 本校では、生徒の学習到達度に

よって担当教員への表彰がありま

す。先生方の指導力の向上で、受賞

には年々、高いレベルの学習到達度

が要求されるようになってきまし

た。 

フォスター ムワンザ 先生  

デビットカウンダ中等学校 理科主任 

授業研究は教員同士の学びのコミュニティ  



ザンビアでは、全国約9,500校の初等・中等

学校で、約380万人の児童・生徒が学んでいま

す。近年の経済発展に伴う国民の生活レベル

の向上や政府の努力により、ほとんどの子ども

たちが小学校に入学できるようになりました。し

かし、生徒の学力（国語と算数）は、南部アフリ

カの中でも、低いレベルに留まっています。この

学習の質の低さの主な原因のひとつとして教員

の指導力不足が挙げられています。 

ザンビア政府（教育省）は、教員同士の学び

あいにより授業改善をしていく、日本の「授業研

究」という校内研修の手法を、2006年から導入し

ました。JICAは、2005年から10年以上にわたり、

この授業研究の現場への導入を支援してきまし

た。この協力により、授業研究をザンビア全10州

で継続的に推進する体制がつくられています。

現在、全国の小中学校の教員の約半数にあた

る4万6千人の教員が、それぞれの学校で定期

的に授業研究を行い、学校の授業を「子どもた

ちにとって、より楽しく、ためになるように」する取

り組みが続けられています。 

一方、若い世代で教員になることを目指す人

材を、深い知識と高い指導力を持った教員とし

て育成していくという教員養成校の役割も忘れ

てはいけません。と同時に、私たちはザンビア

全土で定着している授業研究の質を支えるため

には、教員養成校が教育の質の改善のため

に、より広範な役割を果たすことが必要であると

考えました。教員養成校が、地域の小中学校と

連携し、授業研究や教材研究を実践しながら、

どのような授業をするべきかを継続的に研究し、

その成果を学校現場に発信・普及していく体制

を構築することを目指し、IPeCKプロジェクトはス

タートしました。 

 持続可能な教員研修 授業研究とは？ 

「授業研究」は、教員

が研修（研究）の対象と

なる授業を計画する作業

（Plan）、計画した授業を

教室 で実施す る こ と

（Do）、実施した授業を教

員同士で振り返って改善

する話し合い（See）を繰り返すことで、授業を少しずつ

よくしていこうという実践的な取り組みです。ザンビアで

は、教員がグループで計画した授業を、その中のひとり

の教員が教室で行い、他の教員に参観してもらいま

す。授業の後で、全員で検討会を持ち、教師の進め方

がよかったか、子どもの反応はどうであったかといった

事項について話し合います。 

授業研究は、教員の研修活動の一環として、それぞ

れの学校で実際の授業を利用して行われています。研

修に特別な費用がかからないだけでなく、参加者であ

る教員自らが、授業研究の日程や内容をニーズに合わ

せて計画でき、学校の実情にあった研修ができます。

また、何年にもわたって継続的に研修を行うことが可能

となります。 

 教員養成校の大きな役割 

ザンビア教育省は、初等中等学校で行われている

授業研究に、教員養成校の教官に参加してもらい、

学校の教員と協働でよりよい授業づくりをすることを

計画しています。これにより学校における授業研究に

専門的な知識が加わり、質が高まることが期待されま

す。また同時に、学校で

の活動を通じて、養成校

教官の学校や生徒に対

する理解、実践力も高ま

り、それが教員養成課程

の教育にフィードバックさ

れることで、高い指導力

を持った教員を将来に

わたり輩出できます。さらに、教員養成校と協働

する学校が、授業研究で得たよい実践例や教材

を、地域の他の学校に発信していくことで、地域

全体の教員研修や授業の質を高めることができ

ます。こうした教員養成校と初中等学校との連携

活動は、教員の指導力不足の解決策のひとつと

なるはずです。また、現在、養成校や学校の授

業を改善するうえで課題となっているのが、教員

養成校教官や学校教員の教授学的内容知

（Pedagogical Contents knowledge: PCK）*の不

足です。プロジェクトでは、国立科学センターの

支援で、対象となる養成校の教官や学校の教員

にPCKの研修を実施したり、養成校と学校が連

携して行う授業研究で、教材研究の活動を通じ

て彼らのPCKの向上を図っています。 

 私たちがめざすもの 

プロジェクトの活動は、ザンビア教育省の主導で

行われていますが、プロジェクトに派遣された日本

人の技術協力専門家3名が、必要に応じ授業研究

やPCKに関する研修の効果的な実施や、モデルと

なる授業案、教師用指導書などの作成のため、技

術的な支援を行っています。また、事業の自立発

展を損なわない範囲で、ザンビアの教員に日本で

の研修の機会を提供したり、研修で使用する機材

を供与しています。 

教員養成校と初中等学校が継続的に連携し、理

数科の新規教員養成と現職教員研修の質、また学

校の理数科授業の質を高めていくモデルがザンビ

ア国内で構築され、プロジェクト終了後には教育省

の手で、このモデルが他教科、全国の教員養成校

に広げられることを目指しています。 

*PCK: 教科内容と教授方法を別々に教えたり理解するのでは
なく、特定の教科内容とそれを生徒に教える手法やそのため
の教材をセットにした知識 

 先生が変われば学校は変わる！  

授業計画を立てる教員 

養成校での理科の授業の様子 
連携のモデルづくりを目指して 


